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約
の
施
策
の
ほ
と
ん
ど
を
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
全
国
の
自
治

体
同
様
、
人
口
減
少
の
波
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
建

て
替
え
や
更
新
な
ど
課
題
も
多
く

残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
期
目
に
お
い
て
も
１
期
目
に

進
め
て
参
り
ま
し
た
　
項
目
の
ま

１１

ち
づ
く
り
の
目
標
の
実
現
の
た
め
、

さ
ら
に
施
策
を
充
実
さ
せ
、
肉
付

け
を
し
、
効
果
を
高
め
て
参
り
ま

す
。
特
に
子
育
て
支
援
と
教
育
環

境
の
充
実
、
高
齢
者
が
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
、
基
幹
産
業
の
振

興
を
柱
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
進
め
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
大
き

な
増
毛
町
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
を
強
力
に
進
め
、
観
光
面
で

は
、
歴
史
を
大
切
に
し
、
食
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
声
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
公
明
正
大
に
全
力
で
町

政
を
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
増
毛
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 就
任
あ
い
さ
つ

　
２
月
２
日
の
増
毛
町
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
無
投
票
で
当
選
の

栄
に
浴
し
、
引
き
続
き
２
期
目
の

町
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、「
誰
も
が
住
み
た
い
住

み
続
け
た
い
ふ
る
さ
と
増
毛
」
実

現
の
た
め
、　

項
目
の
ま
ち
づ
く

１１

り
の
目
標
を
お
示
し
し
、
全
力
で

町
政
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
就
任
し
て
す

ぐ
に
小
学
校
３
校
が
閉
校
、
増
毛

儿
留
萌
間
の
鉄
道
の
廃
線
な
ど
増

毛
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
公

 増
毛
町
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
２
月
２
日
に
実
施
予
定
だ
っ
た
増
毛
町
長
選
挙
は
、

３１

立
候
補
届
出
日
に
お
い
て
候
補
者
の
数
が
１
人
だ
っ
た
た
め
無
投

票
に
な
り
ま
し
た
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
２
月
４
日
に
選
挙
会

を
開
催
し
、
次
の
者
を
当
選
人
と
定
め
ま
し
た
。

記

　
当
選
人
　
　
堀
　
　
雅
　
志
　（
現
職
　
　
歳
　
無
所
属
）

６４

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
織
田
達

史
委
員
長
が
「
今
ま
で
町
民
に
語

り
続
け
て
き
た
決
意
、
約
束
を
今

一
度
分
析
し
、
新
た
な
考
察
を
加

え
て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

か
じ
取
り
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、

当
選
証
書
を
付
与
し
ま
し
た
。

増毛町長選挙 無投票で再選

堀　雅 志　町長

織田委員長から当選証書を
受け取る堀雅志氏

増
毛
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
は

平
成
　
年
４
月
　
日（
日
）

３１

２１

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
◇
日
時
　
平
成
　
年
３
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
　
分
～

３１

１９

１０

００

　
◇
場
所
　
増
毛
町
役
場
　
３
階
大
会
議
室

※
北
海
道
知
事
選
挙
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
は
平
成
　
年
４
月
７
日（
日
）

３１

　
 
増
毛
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
５
３
儿
１
１
１
１
、
内
線
２
７
２
）
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２
月
　
日
、
町
内
の
環
境
整
備
な
ど

１３

の
地
域
貢
献
活
動
に
対
す
る
感
謝
状
贈

呈
式
が
役
場
２
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、

町
内
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
清
野
建
設

の
森
竹
昌
基
代
表
取
締
役
と
留
萌
市
の

堀
松
建
設
工
業
株
式
会
社
の
堀
松
一
郎

代
表
取
締
役
社
長
に
堀
町
長
よ
り
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
株
式
会
社
清
野
建
設

　
『
幼
稚
園
・
あ
っ
ぷ
る
保
育
所
に
雪

の
滑
り
台
を
製
作
』

　
１
月
　
日
、　

日
、
株
式
会
社
清
野

１８

２１

建
設
（
森
竹
昌
基
代
表
取
締
役
）
が
幼

稚
園
と
あ
っ
ぷ
る
保
育
所
そ
れ
ぞ
れ
の

敷
地
内
に
、
冬
で
も
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
遊
べ
る
よ
う
に
と
大
き
な
雪
の
滑

り
台
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
留
萌
開
発
建
設
部
か
ら

「
一
般
国
道
２
３
１
号
線
増
毛
町
増
毛

道
路
維
持
除
雪
外
一
連
工
事
」
を
受
注

し
て
お
り
、
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
同

作
業
を
申
し
出
ま
し
た
。

◆
堀
松
建
設
工
業
株
式
会
社

　『
増
毛
港
中
歌
地
区
小
型
船
溜
物
揚

場
の
海
底
に
沈
ん
で
い
る
不
用
ロ
ー

プ
・
ワ
イ
ヤ
ー
等
の
撤
去
作
業
』

　
　
月
　
日
、
堀
松
建
設
工
業
株
式
会

１２

１７

社
（
堀
松
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
）
が

増
毛
港
中
歌
地
区
小
型
船
溜
物
揚
場
の

海
底
に
沈
ん
で
い
る
不
用
の
ロ
ー
プ
・

ワ
イ
ヤ
ー
等
の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
　
同
社
は
、
留
萌
開
発
建
設
部
か
ら

「
留
萌
港
外
１
港
建
設
工
事
」
を
受
注

し
て
お
り
、
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
同

作
業
を
申
し
出
ま
し
た
。

地
域
貢
献
を
た
た
え

感
謝
状
を
贈
呈▲堀町長から感謝状を受け取った株式会社清野建設の森竹昌基代表取

 締役（右）、堀松建設工業株式会社の堀松一郎代表取締役社長（左）

◆対象となる方

　平成３１年４月１日現在で増毛町内に住所を有し、生計を同一にする子どもが３名以上いる世

帯で、第３子以降のお子さんが入学・進学する保護者の方です。※ただし、町条例に規定する

特定滞納者及び生活保護受給者の方は対象外となります。

◆支援金の金額等

　　各学校等の入学・進学時に、５０，０００円分の増毛町商工会共通商品券を支給します。

◆申請方法

　指定の申請書を４月２５日（木）までに、教育委員会総務学校課に提出してください。

　申請書は、教育委員会窓口に設置しています。

【問合せ先】教育委員会総務学校課（電話５３－２４２７）

増 毛 町 多 子 世 帯 子 育 て 支 援 事 業
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　留萌南部衛生組合によるごみの分別調査によると、増毛町は「可燃系埋立ごみ」と「不燃

系埋立ごみ」の分別精度が留萌市・小平町と比較して悪いという結果になりました。増毛町

の分別調査結果を説明し、町民の皆様に分別方法を再確認していただくようお願いします。

「不燃系埋立ごみ」の分別調査結果（増毛町）

％重さごみ種類

７４．６％４２．５５ ｋｇ不燃系ごみ１

１．２％０．７０ ｋｇプラ系資源ごみ２

０．４％０．２５ ｋｇ紙系資源ごみ３

１．０％０．５５ ｋｇその他資源ごみ４

０．２％０．１０ ｋｇ生ごみ５

０．０％０．００ ｋｇ可燃系ごみ他６

２２．６％１２．９０ ｋｇ無分別７

１００．０％５７．０５ ｋｇ合　　　計

　「不燃系埋立ごみ」は、約７５％は正しく分別されておりますが、全く分別がされていない「無分

別」のごみが２２．６％を占めています。

※環境への負担を減らすためにも、必ず分別を行い、ごみを出すようご協力をお願いします。

　上記の分別調査結果から分かるように、増毛町で「可燃系埋立ごみ」を正しく分別されているの

は５２．９％です。それ以外は間違った分別や無分別となっています。特に混入が多いごみは「紙系資

源ごみ」、「プラ系資源ごみ」で各１０％程度混入しています。また、「無分別」のごみは全体の２５％

を占めています。「無分別」とは全く分別されておらず、複数種類のごみが混入しているものを言い

ます。

※「紙系資源ごみ」、「プラ系資源ごみ」は汚れが取れないときのみ「可燃系埋立ごみ」となります

ので、ご注意ください。水で「さっとすすぐ」というたった少しの手間が、資源の有効利用につな

がりますので、ご協力をお願いします。

「可燃系埋立ごみ」の分別調査結果（増毛町）

％重さごみ種類

５２．９％１１．００ ｋｇ可燃系ごみ１

９．４％１．９５ ｋｇプラ系資源ごみ２

１０．８％２．２５ ｋｇ紙系資源ごみ３

０．０％０．００ ｋｇその他資源ごみ４

０．７％０．１５ ｋｇ生ごみ５

１．２％０．２５ ｋｇ不燃系ごみ他６

２５．０％５．２０ ｋｇ無分別７

１００．０％２０．８０ ｋｇ合　　　計

「ごみ」の分別を間違っ ていませんか ！ ？
～環境のために正しく分別しましょう！～

特
集
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　こんなごみの出し方をしていませんか？

【問合せ先】留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５、４３－２５８８）

　　　　　　役場町民課・町民環境係（電話５３－１１１２）

　ごみの分別については、「ごみ分

別ハンドブック」をご覧いただくか、

留萌南部衛生組合または役場町民

課・町民環境係へお問い合わせくだ

さい。

●カップラーメンやヨーグルトなどの紙製容器類を「可燃系
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
埋立ごみ」として出している。
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

⇒容器を水で洗い、「紙製容器」に分別します。

※汚れが取れないときは「可燃系埋立ごみ」となります。

●ボックスティッシュの取り出し口フィルムを付けたまま
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
「紙製容器」や「可燃系埋立ごみ」として出している。
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

⇒取り出し口フィルムは「プラ製容器」、箱は「紙製容器」、

使用済みのティッシュは「可燃系埋立ごみ」に分別します。

●マヨネーズなどの「プラスチック製容器」を洗わず、中身
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
が入ったまま「可燃系埋立ごみ」として出している。
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

⇒中身を使い切り、容器を水で洗い、「プラスチック製容

器」に分別します。

※食品などの残りカスが取れないときは「可燃系埋立ご

み」となります。

●使用済みの割りばしや竹ぐしなどを「可燃系埋立ごみ」と
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
して出している。
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

⇒「木くず」に分別します。

※月１回（第３月曜日）の収集となっています。

主 な 分 別

　分別をしないでそのまま「燃える」・「燃えない」の分類だ

けでごみを出し続けると、すぐに処理施設が満杯になり、ま

た新たな施設をつくらなければならなくなります。新たな施

設の建設は、多額のお金がかかるとともに場所の選定など

様々な問題をクリアしなければなりません。

　また、きちんと分別をすることによって、プラスチック製

容器は土木・建築資材等へ、紙製容器はダンボール等へリサ

イクルでき、環境にも優しく、処理経費等の削減にもつなが

ります。

　環境への負荷を減らし、少しでも今の施設を長持ちさせる

ため、資源として使えるものは取り除き、処理施設への搬入

量を減らす努力をみんなでしていきましょう。

　そもそも、なぜ分別しなきゃならないの？

可燃系埋立ごみ

汚れた紙、汚れた紙コップ・紙皿、
コーヒーの紙フィルター、レシートなど

不燃系埋立ごみ

アルミホイル、硬質プラスチック、ガラス
紙おむつ（汚物は取り除く）など

プラスチック製容器

このマークの表示されている
ものが対象となります

紙製容器

このマークの表示されている
ものが対象となります

お菓子の箱や洗剤やティッシュなどの
紙箱、紙袋、包装紙など

〈箱・袋類〉

〈パック（中が銀色のもの）・カップ類〉
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２
月
１
日
、
増
毛
幼
稚
園
と
あ
っ
ぷ
る
保
育
所
で
「
節
分
の
集
い
」
が
そ
れ
ぞ
れ
開

か
れ
、
豆
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
幼
児
た
ち
は
節
分
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
集
い
の
終
盤

に
は
鬼
が
登
場
。
声
を
上
げ
て
追
い
か
け
て
く
る
鬼
に
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と
元

気
に
叫
び
な
が
ら
、
紅
白
の
玉
を
投
げ
て
鬼
を
見
事
追
い
払
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
改
心
し
た
鬼
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
、
日
本
の
伝
統
行
事
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
行
事
「
節
分
」
を
楽
し
む

　
２
月
４
日
、
５
日
、
町
立
体
育
館
に
お
い
て

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
」
体
験
会

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
　
人
が

６０

競
技
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　「
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
」
と
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
を
使
う
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
に
似
た
ス
ポ
ー
ツ
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と

大
き
く
異
な
る
点
は
、
体
の
ぶ
つ
け
合
い
が
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
出
来
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
指

導
を
受
け
パ
ス
練
習
な
ど
を
行
い
、
試
合
で
は

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
パ
ス
を
繋
ぎ
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
て
果
敢
に
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
な
ど
し
て
ネ

オ
ホ
ッ
ケ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
す 　

１
月
　
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住
ん
で
み
た
い
北
海
道
推

３０

進
会
議
主
催「
北
海
道
移
住
ま
る
ご
と
体
験
モ
ニ
タ
ー
」

に
参
加
し
た
大
阪
府
大
阪
市
在
住
の
中
岡
賢
雄
さ
ん
ご
家
族
が
来
町
さ
れ
、
増
毛
町
で

の
移
住
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
は
２
月
５
日
ま
で
の
７
日
間
。
滞
在
中
は
、
賢
雄
さ
ん
は
車
の
冬
道
講
習
や
町

の
施
設
等
の
見
学
、
大
阪
市
で
看
護
師
と
し
て
働
く
妻
の
清
恵
さ
ん
は
市
街
診
療
所
で

就
業
体
験
を
行
っ
た
ほ
か
、
長
女
の
実
桜
さ
ん
、
次
女
の
愛
苺
さ
ん
は
、
増
毛
小
学
校

と
増
毛
中
学
校
の
訪
問
、
暑
寒
別
岳

ス
キ
ー
場
で
初
め
て
の
ス
キ
ー
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
滞
在
最
終
日
の
報
告
会
で
は
、

「
初
め
て
の
冬
の
北
海
道
も
苦
に
は

な
ら
ず
、
お
い
し
い
食
べ
物
も
多
く
、

と
て
も
楽
し
い
体
験
で
し
た
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

増
毛
町
で
移
住
体
験

題話のちま

増毛幼稚園あっぷる保育所
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２
月
５
日
、
増
毛
小
学
校
で
新
入
学
児
童
の
１
日
体

験
入
学
と
保
護
者
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
佐
藤
敏
治
教
育
長
と
町
教
育
委
員
の
方
々

か
ら
新
入
学
児
童
　
名
に
ラ
ン
ド
セ
ル
が
贈
呈
さ
れ
、

３０

児
童
は
嬉
し
そ
う
に
お
礼
を
言
っ
て
受
け
取
り
ま
し
た
。

町
か
ら
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈
呈
は
、
保
護
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
　
年
目

２７

を
迎
え
ま
す
。

　
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
後
は
教
室
を
移
動
し
、
在
校
生
の

お
兄
さ
ん
と
お
姉
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
工
作
の
紙
の

ロ
ケ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ
る
と
、
体
育
館
で
皆
と
仲
良
く

飛
ば
し
、
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
７
日
に
は
増
毛
中
学
校
で
新
１
年
生
入
学
説
明

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
　
名
と
保
護
者
は
、
授

２７

業
を
見
学
し
た
ほ
か
、
中
学
校
で
の
学
習
・
学
校
行
事
・

生
活
・
部
活
動
な
ど
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
在
校
生
か
ら
の
歓
迎
集
会
も
開
か

れ
、
新
入
生
か
ら
の
質
問
に
在
校
生
が
回
答
し
、
新
入

生
の
不
安
を
取
り
除
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
在

校
生
か
ら
新
入
生
へ
通
学
カ
バ
ン
が
贈
呈
さ
れ
、
新
入

生
は
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
通
学
カ
バ
ン
は
今
ま
で
の
デ
ザ
イ
ン
が
生
産
中
止
と

な
り
、
平
成
　
年
度
か
ら
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
と

３１

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
カ
バ
ン
は
、
以
前
の
カ
バ
ン
に

比
べ
容
量
が
多
く
、
両
肩
で
背
負
え
る
縦
長
の
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
カ
バ

ン
と
指
定
ジ
ャ
ー
ジ
を
新
入
生
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。

新
入
生
へ
小
学
校
は
ラ
ン
ド
セ
ル
、
中
学
校
で
は
カ
バ
ン
を
贈
呈

　
２
月
　
日
、
増
毛
中
学
校
の
３
年
生
が
道
徳

１５

の
授
業
で
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
日
は

参
観
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
保
護
者
も
見
学
。

　
講
師
は
人
権
擁
護
委
員
の
庄
司
道
子
さ
ん
が

務
め
、
Ｄ
Ｖ
の
特
徴
や
原
因
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
ほ
か
、
ビ
デ
オ
を
見
て
学
習

し
た
後
、
２
人
１
組
に
な
っ
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

を
実
践
し
ま
し
た
。

　
授
業
を
受
け
た
中
学
生
は
、「
Ｄ
Ｖ
は
怖
い

も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
や
自
分
の
意
見
を
し
っ

か
り
と
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
る
な
ど
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
が「
Ｄ
Ｖ
」に
つ
い
て
学
ぶ

　
２
月
　
日
、
町
主
催
の
「
ス
キ
ー
場
ま
つ
り

１０

２
０
１
９
」
が
暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
、
町
民
ら
約
５
０
０
人
が
冬
の
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
雪
の
中
に
隠
さ
れ
た
ボ
ー
ル

を
探
し
当
て
る
「
雪
中
宝
探
し
」
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
景
品
を
獲
得
し
、
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
か

ま
く
ら
の
中
で
く
つ
ろ
ぐ
親
子
連
れ
や
ジ
ャ
ン

ボ
す
べ
り
台
を
何
度
も
往
復
し
、
そ
り
す
べ
り

を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、「
雪
中
！
す
も
う
大
会
」
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
雪
の
土
俵
で
白
熱
し

た
取
組
を
繰
り
広
げ
、
最
後
は
「
も
ち
ま
き
」

で
ま
つ
り
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
ま
つ
り
盛
況
！

題話のちま
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健康づくり教室
◇◆◇３、４月の各教室は

下記の日程で行います。◇◆◇

健康寿命延伸事業

※種目名の後ろの☆マークは運動強度を表します。（☆が多いほど“つらい”と感じる）
◇参加は無料で、予約は必要ありませんのでお気軽にご参加ください。

【問合せ先】役場町民課保険年金係（電話 53－1113）

　町内にお住まいの65歳以上のひとり暮らしや、高齢者世帯、心身に障がいを持っている等の方を
対象として、夕食のおかずの配食サービスを実施しております。
　週２回、栄養価や減塩を考えられた夕食のおかず４品が一つになったパックを１食400円でご自
宅までお届けします。
　配達員がお弁当を直接手渡しており、高齢者の安否確認も兼ねての配達としておりますので、高
齢者のひとり暮らしを心配されているご家族からの申込みも受け付けております。

※１週間に２回お届けします。（週１回も可）
※おかずのみになります。
※１食400円です。お届けしたときに料金をいただきます。
※町内全域を対象としています。

【申込・問合せ先】
　増毛町地域包括支援センター（健康一番館内）
　役場福祉厚生課介護保険係（健康一番館内）
　電話 53－3111

（☆）
・内　容：関節痛などの改善
・会　場：保健センター
・時　間：10時30分～11時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ３月　12日、19日、26日
　　　　　 ４月　２日、９日

◎関節健康トレーニング （☆☆☆）
・内　容：音楽に合わせてエクササイズ
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：木曜日
・日にち： ３月　14日、28日
　　　　　 ４月　４日、11日

◎リズムエクサ

（☆☆☆☆）
・内　容：筋力アップを重点的に行う運動
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：金曜日
・日にち： ３月　15日

◎ワークアウト（☆☆）
・内　容：ヨガにストレッチ要素を追加
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ３月　12日、19日、26日
　　　　　 ４月　２日、９日

◎ストレッチヨガ

配食サービスの利用者募集！在宅高齢者等 配食サービスの利用者募集！

▼お届けするおかずの例（２月19日のメニュー）

①豚小間肉の

　あんかけキャベツ

②切干大根と

　さつま揚げの煮物

③ちくわのいそべ揚げ

④信田巻き
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■　高額介護合算療養費について
　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。

　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の

合計が限度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給さ

れます。なお、手続きには市区町村窓口への申請が必要となります。

○ 後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

○ 支給額が５００円以下の場合は支給されません。

◆　自己負担限度額表　　　【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月３１日】
自己負担額の合計の基準額区　　　　　分負担割合

【課税所得690万円以上】212万円

現役並み所得者（※１）３割 【課税所得380万円以上】141万円

【課税所得145万円以上】067万円

５６万円一　　　　　　般

１割 ３１万円区分Ⅱ（※２）住 民 税 非 課 税

世 帯 １９万円区分Ⅰ（※３）

※１　現役並み所得者の限度額は、平成３０年８月以降から変更となります。

※２　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

※３　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、

その受給額が８０万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

■　高額介護合算療養費勧奨通知の発送時期について
　高額介護合算療養費の勧奨通知は、支給対象となる方に例年１月～２月に発送しておりま

したが、平成２９年度分（計算対象期間：平成２９年８月１日～平成３０年７月３１日）は、３月～

４月に発送予定です。

申請される方は、増毛町役場　町民課　保険年金係までお申し出ください。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 高額介護合算療養費について ～

お　問　い　合　わ　せ　先

北海道後期高齢者医療広域連合
　　住所　〒０６０－００６２

　　　　　札幌市中央区南２条西１４丁目

　　　　　国保会館６階

　　電話　０１１－２９０－５６０１

お住まいの市区町村

増毛町役場 町民課 保険年金係

電話　０１６４－５３－１１１３
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　軽自動車税・自動車税は、４月１日現在の所有（登録）状況に基づき課税される税金です。
　引っ越しで住所が変わったとき、車両の所有者が変わったときなどは手続きが必要です。手続き
先は次のとおりです。平成31年度の納税通知書を確実にお届けするために、３月中に手続きをお
願いします。

　役場税務課・税務係（電話 53－1114）

　
電
気
を
使
用
し
な
い
こ
と
か
ら
、
停
電
時
で
も
使
用
で
き

る
ポ
ー
タ
ブ
ル
式
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
以
下
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
）
で
す
が
、
清
掃
を
し
な
い
ま
ま
長
年
使
用
し
て
い
る
と

置
台
に
ほ
こ
り
な
ど
が
溜
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
石
油
ス

ト
ー
ブ
で
は
、
置
台
に
溜
ま
っ
た
ほ
こ
り
な
ど
が
原
因
で
起

こ
る
『
吹
き
返
し
現
象
』
に
よ
っ
て
火
事
に
至
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
料
で
あ

る
灯
油
を
燃
や
す
た
め
に
、
空
気
を

取
り
入
れ
る
吸
込
み
口
が
本
体
の
下

面
に
あ
り
、
置
台
に
溜
ま
っ
た
ほ
こ

り
な
ど
が
吸
込
み
口
を
塞
ぐ
こ
と
で

空
気
の
通
り
道
を
悪
く
し
ま
す
。

　
吸
込
み
口
を
塞
ぐ
と
空
気
が
入
ら
な
い
た
め
、
燃
料
で
あ

る
灯
油
は
置
台
に
溜
ま
り
、
吸
込
み
口
の
目
詰
ま
り
が
改
善

さ
れ
る
と
、
空
気
が
一
気
に
流
れ
込
む
た
め
、
炎
が
勢
い
よ

く
吹
き
出
し
、
置
台
に
溜
ま
っ
た
灯
油
へ
と
燃
え
広
が
り
火

事
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
現
象
を
『
吹
き
返
し
現
象
』
と
呼

び
ま
す
。

　
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
置
台
に
ほ
こ
り
な
ど
を
溜

め
な
い
よ
う
に
こ
ま
め
な
清
掃
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　【
問
合
せ
先
】
増
毛
町
消
防
本
部
予
防
課

（
電
話
 ５
３
倆
２
１
７
５
）

部

消
防
本

知

せ
ら

お

か

の
ら

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
に
ご
注
意
を
！

役場税務課・税務係
（電話 53－1114）

全国軽自動車協会連合会
旭川事務所　　　　　　

（電話 0166－53－7300）
及び

役場税務課・税務係
（電話 53－1114）

軽自動車（125ｃｃ以下の原動機付自転車、小型特殊自動車［その他・農耕用］、
　　　　　ミニカー、雪上車）

北海道運輸局旭川運輸支局
（電話 050－5540－2003）

及び　
札幌道税事務所自動車税部
（電話 011－746－1197）

自動車（軽自動車以外）

上記以外の軽自動車（軽二輪、軽三輪、軽四輪［貨物含む］、
　　　　　　　　　　小型自動二輪など）

◆
 『
吹
き
返
し
現
象
』と
は
？

軽自動車税・自動車税の

　　　　　　をお忘れなく！更変所住
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自
衛
官
と
し
て
の
経
験
が
な

く
て
も
予
備
自
衛
官
に
な
れ
る

予
備
自
衛
官
補
募
集
中
。

　
予
備
自
衛
官
補
は
、
一
般
公

募
で
採
用
さ
れ
た
方
は
３
年
以

内
に
　
日
間
、
技
能
公
募
で
採

５０

用
さ
れ
た
方
は
２
年
以
内
に
　１０

日
間
の
教
育
訓
練
を
受
け
、
教

育
訓
練
終
了
後
予
備
自
衛
官
に

な
り
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
一
般
公
募

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
者

１８

３４

○
技
能
公
募

　
　
歳
以
上
で
あ
っ
て
左
記
の

１８
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
者

　
衛
生
・
語
学
・
整
備
・
情
報

処
理
・
通
信
・
電
気
・
建
設
・

放
射
線
管
理
（
細
部
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
）

■
応
募
締
切

　
第
１
回
　
４
月
　
日（
金
）

１２

　
第
２
回
　
９
月
　
日（
金
）

１３

■
試
験
期
日

　
第
１
回
　
４
月
　
日（
土
）～

２０

４
月
　
日（
水
）の
い
ず
れ
か
１

２４

日
を
指
定

　
第
２
回
　
　
月
５
日（
土
）～

１０

　
月
８
日（
火
）の
い
ず
れ
か
１

１０日
を
指
定

■
試
験
種
目

　
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適

性
検
査
、
身
体
検
査

 
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

留
萌
地
域
事
務
所
（
電
話
 ４

２
倆
４
６
５
０
）

　
海
上
保
安
庁
職
員
採
用
試
験

（
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試

験
［
特
別
］）
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
平
成
　
年
３
月
　
日（
金
）

３１

２９

　
　
　
　
～
４
月
５
日（
金
）

○
郵
送
等

　
平
成
　
年
３
月
　
日（
金
）

３１

２９

　
　
　
　
～
４
月
２
日（
火
）

■
試
験
期
日

　
第
１
次
試
験
５
月
　
日（
日
）

１２

■
そ
の
他

　
採
用
試
験
、
海
上
保
安
庁
の

業
務
や
海
上
保
安
学
校
の
教
育

内
容
な
ど
の
各
種
情
報
は
、
海

上
保
安
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人

事
課
［
小
樽
市
］（
電
話
 ０

１
３
４
倆
２
７
倆
０
１
１
８
）

 

　
現
在
、
老
人
福
祉
寮
や
す
ら

ぎ
荘（
南
永
寿
町
３
丁
目
）
に
は
、

３
名
が
入
居
さ
れ
て
お
り
、
３

部
屋
の
空
室
が
あ
り
ま
す
の
で

入
居
希
望
の
方
が
お
り
ま
し
た

ら
左
記
の
担
当
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
入
居
条
件
は
、　

歳
以
上
の

６０

方
で
、
健
康
状
態
が
良
好
で
あ

り
、
共
同
生
活
に
適
応
で
き
る

等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
居
室

は
個
室
で
、
ト
イ
レ
、
お
風
呂

等
は
共
同
で
使
用
し
ま
す
。

　
入
居
に
は
、
健
康
診
断
等
の

提
出
や
入
居
に
対
し
て
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。

■
住
宅
所
在
地

増
毛
町
南
永
寿
町
３
丁
目
２

８
４
番
地

■
定
員

　
６
名
（
現
在
３
名
入
居
中
）

■
居
室

個
室
　
和
室
７
畳
半
（
押
し

入
れ
収
納
有
り
）

■
食
事

　
朝
、
昼
、
夕
　
３
食
付
き

■
入
居
費

　
１
ヶ
月
５
５
埀
２
０
０
円

　（
毎
月
払
い
）

■
そ
の
他

　
夜
間
は
管
理
人
が
常
駐
し
て

お
り
ま
せ
ん
。（
夜
間
は
ア
ル

ソ
ッ
ク
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
）

　
入
浴
は
週
２
回
で
す
。（
シ
ャ

ワ
ー
浴
は
毎
日
利
用
で
き
ま

す
）

問
合
せ
先

役
場
福
祉
厚
生
課
・
介
護
保

険
係
（
健
康
一
番
館
内
）

　（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１
）

報のしら暮 情

募

集

試

験

平
成
　
年
度

３１

予
備
自
衛
官
補
試
験

平
成
　
年
度
海
上
保
安

３１

学
校
学
生
採
用
試
験

老
人
福
祉
寮
や
す
ら
ぎ
荘

入
居
者
募
集

●総合職試験（院卒者・大卒程度）
　インターネット申込期間：３月２９日（金）～４月８日（月）
●一般職試験（大卒程度）
　インターネット申込期間：４月５日（金）～４月１７日（水）
●一般職試験（高卒者・社会人）
　インターネット申込期間：６月１７日（月）～６月２６日（水）
☆申込専用アドレス　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊｉｎｊｉ－ｓｈｉｋｅｎ．ｇｏ．ｊｐ/ｊｕｋｅｎ．ｈｔｍｌ
☆問合せ先　人事院北海道事務局（電話 011－241－1248）

国家公務員採用試験のお知らせ

居　室お風呂場



【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

①
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

②
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

③
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
６
埀７
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
４
１
埀８
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
９
０
円

・
日
給
　
６
埀９
０
０
円

食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　

　
９
５
０
円（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
栄
養
士
】

■
募
集
人
員

　
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士

　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

２０

６５

　《
栄
養
士
免
許
所
持
者
》

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
賃
金

○
管
理
栄
養
士

　
月
額
１
５
６
埀７
０
０
円
以
上

○
栄
養
士

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

※
資
格
・
経
験
年
数
に
応
じ
前

歴
を
換
算
し
増
額

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま

す
。（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

■
募
集
人
員

　
看
護
職
員
２
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）
又
は
増
毛
町
立

明
和
園
（
老
人
福
祉
施
設
）

■
試
験
の
方
法

　
面
接
試
験
及
び
健
康
審
査

　（
健
康
診
断
書
）

■
受
験
手
続

　
次
の
書
類
を
左
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

①
増
毛
町
職
員（
看
護
職
）採
用

試
験
申
込
書

②
健
康
診
断
書

③
免
許
証（
写
）※
卒
業
見
込
み

の
方
は
不
要

※
①
、
②
は
指
定
様
式
で
す
の

で
増
毛
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
直
接
役
場
総

務
課
へ
請
求
願
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
給
与

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
給
与
及

び
諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

勤
務
年
数
に
応
じ
て
奨
励
金

を
支
給
し
ま
す
。（
３
年
間

で
最
大
１
０
０
万
円
）

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
、
本
人
へ
連
絡
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

☆
勤
務
年
数
に
応
じ
て
就
労
継

続
手
当
を
月
五
千
円
～
二
万

円
支
給
し
ま
す
。（
一
年
以

上
継
続
勤
務
の
場
合
）

広報ましけ　2019．03 １２

増
毛
町
看
護
職
員

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

　
（
介
護
員
・
栄
養
士
）

報のしら暮 情

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　今日のおやつは何だろう？ある

日、ぼくは思ったんだ。「大好き

なおやつの中に入ってみたらどん

な感じかな？」想像しただけで、

よだれが出ちゃう。プリンの中っ

て、柔らかいんだろうな。

あま～いしろくま 柴田　ケイコ 著真藤　順丈 著

　終戦直後の沖縄。固い絆で結ばれた

三人の幼なじみは、米軍基地から盗ん

だ物品を住民に分け与え、英雄視され

ていた。ところが、メンバーの一人が

米兵に追われ行方不明になってしまう。

宝島
（第１６０回直木賞、第９回山田風太郎賞受賞作）



■
募
集
人
員

　
若
干
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）

■
試
験
の
方
法

　
面
接
試
験

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
左
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

①
履
歴
書

②
免
許
証（
写
）※
卒
業
見
込
み

の
方
は
不
要

■
受
付
期
間
　

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
賃
金

　
正
看
護
師：時

給
１
埀５
０
０
円

　
準
看
護
師：時

給
１
埀
２
０
０
円

■
勤
務
時
間

　
応
相
談
、
調
整
し
ま
す

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
、
本
人
へ
連
絡
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

　
町
立
市
街
診
療
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
８
１
１
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、
４
月
か

ら
の
社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
学
生
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

◇
暑
寒
大
学
生

■
入
学
資
格

　
町
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
方

６５

■
学
習
内
容

　
月
１
～
２
回
程
度
の
学
習
日

が
あ
り
ま
す
。
講
演
・
実
技
講

座
・
研
修
旅
行
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
学
生
自

治
会
活
動
で
は
交
流
会
や
奉
仕

活
動
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
期
限
　
３
月
　
日（
金
）

２９

■
そ
の
他

　
市
街
地
以
外
の
学
生
の
た
め

に
、
登
下
校
時
に
バ
ス
を
運
行

い
た
し
ま
す
。

◇
さ
く
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
級
生

■
入
学
資
格

町
内
在
住
の
女
性
で
　
歳
ま

７０

で
の
方

■
学
習
内
容

　
月
１
回
の
学
習
日
で
講
演
や

料
理
教
室
の
ほ
か
研
修
旅
行
を

行
い
、
主
に
日
常
生
活
に
役
立

つ
こ
と
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

ま
た
、
学
生
に
よ
る
自
治
会
活

動
で
は
交
流
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
期
限
　
３
月
　
日（
金
）

２９

申
込
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
地
域
学
習
課
・

社
会
教
育
係
（
電
話
 ５
３
倆

２
４
２
７
）

　
町
営
住
宅
に
空
き
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
住
宅
所
在
地

　
増
毛
町
南
暑
寒
町
５
丁
目

■
団
地
名

　
南
暑
寒
５
丁
目
団
地

■
募
集
戸
数

　
４
戸

※
全
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

浴
槽
、
給
湯
設
備
、
照
明
器

具
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
、
Ｔ
Ｖ

ア
ン
テ
ナ
、
網
戸
等
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
住
宅
料

　
１
３
埀９
０
０
円

～
２
６
埀８
０
０
円
程
度

※
年
間
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

■
資
格
要
件

①
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
収
入
基
準
を
超
え
て
い
な
い

こ
と（
所
得
が
月
額
１
５
８
埀

０
０
０
円
以
下
）

③
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

■
申
込
方
法

　
役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込

書
を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添

え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
建
設
課
・
建
築
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
５
）

１３ 広報ましけ　2019．03

報のしら暮 情

≪この欄は、有料で商業広告などを掲載しています。≫

〒077－0214　
北海道増毛郡増毛町畠中町５丁目
ＴＥＬ 0164－53－9000
ＦＡＸ 0164－53－9090

唐木屋ファーマシー
調剤薬局

○全国どこの病院からの処方せんでも

受け付けております。

○お家にお薬余っていませんか？

余っているお薬のご相談もお気軽にどうぞ。

○お薬の数が多くて管理が大変だ……

服用しやすい様にまとめることも出来ます。

増
毛
町
看
護
職
員

　
（
パ
ー
ト
職
員
）

お
知
ら
せ

町
営
住
宅
空
家
情
報

　
（
２
月
１
日
現
在
）

平
成
　
年
度
社
会
教
育
事
業

３１

の
新
入
生
を
募
集
し
ま
す



　
平
成
　
年
５
月
の
森
林
法
一

２８

部
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
林

地
台
帳
制
度
が
、
４
月
か
ら
運

用
開
始
と
な
り
ま
す
。
林
地
台

帳
は
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者

や
林
地
の
境
界
に
関
す
る
情
報

な
ど
を
市
町
村
が
整
備
し
、
公

表
す
る
も
の
で
す
。

　
申
請
に
よ
り
、
林
地
台
帳
及

び
地
図
の
閲
覧
（
所
有
者
情
報

除
く
）
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
所
有
者
又
は
森
林
経

営
計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者
は
、
申
し
出
に
よ
り
、
所
有

者
情
報
を
含
む
情
報
提
供
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
林
地
台
帳
及
び
地
図

は
、
森
林
の
土
地
の
権
利
や
所

有
の
境
界
を
確
定
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
森
林

の
土
地
の
売
買
等
に
係
る
証
明

資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
農
林
水
産

課
・
農
林
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
役
場
農
林
水
産
課
・
農
林
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
７
）

　
ス
キ
ー
場
の
３
月
の
営
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
営
業
は
３

月
　
日（
日
）ま
で
と
な
っ
て
い

１０
ま
す
。

■
営
業
時
間

・
月
～
金
曜
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

００

２１

００

・
土
曜
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

２１

００

・
日
曜
日

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

００

※
平
日
は
、
大
人
も
シ
ニ
ア
も

子
供
も
１
日
券
特
割
プ
ラ
ン

と
し
て
　
時
　
分
か
ら
　
時

１３

００

２１

　
分
ま
で
１
埀０
０
０
円
で

００滑
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
第
１
リ
フ
ト
の
み
の
運

行
に
な
り
ま
す
。（
食
堂
営

業
は
　
時
　
分
か
ら
　
時
　

１３

００

１８

００

分
ま
で
）

※
土
曜
日
、
日
曜
日
は
従
来
通

り
の
営
業
で
す
。

 
暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場

　（
電
話
 ５
３
倆
３
０
０
２
）

　
平
成
　
年
度
の
水
質
検
査
は

３１

左
記
の
と
お
り
実
施
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
質
検
査
結
果
及
び

水
質
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
上

下
水
道
課
窓
口
に
て
備
え
付
け

て
閲
覧
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
施
設

　
増
毛
町
上
水
道
・
阿
分
簡
易

水
道
・
別
苅
簡
易
水
道
・
岩
老

簡
易
水
道
・
雄
冬
簡
易
水
道

■
検
査
項
目

〈
浄
　
水
〉

①
普
通
検
査
（
　
項
目
）

１１

全
施
設（
毎
月
実
施：

計
　
回
）

１１

②
全
項
目
検
査
（
　
項
目
）

５１

全
施
設
（
　
月
）

１０

③
消
毒
副
生
成
物
（
　
項
目
）

１２

全
施
設
（
４
月
、
７
月
、
１
月
）

④
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
１
項
目
）

岩
老
簡
易
水
道
（
４
月
、
７
月
、

１
月
）

⑤
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
等

（
２
項
目
）

岩
老
簡
易
水
道
（
４
月
、　
月
）

１０

〈
原
　
水
〉

⑥
全
項
目
（
　
項
目
）

３９

増
毛
町
上
水
道
・
別
苅
簡
易
水

道
・
雄
冬
簡
易
水
道
・
岩
老
簡

易
水
道
（
　
月
）

１０

⑦
ク
リ
プ
ト
指
標
菌（
２
項
目
）

増
毛
町
上
水
道
・
別
苅
簡
易
水

道
（
　
月
）　

１０

雄
冬
簡
易
水
道
・
岩
老
簡
易
水

道
（
毎
月
実
施：

計
　
回
）

１２

⑧
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
等

（
２
項
目
）

増
毛
町
上
水
道
・
別
苅
簡
易
水

道
（
　
月
）

１０

雄
冬
簡
易
水
道
・
岩
老
簡
易
水

道
（
４
月
、７
月
、　
月
、
１
月
）

１０

 
役
場
上
下
水
道
課
・
上
水
道
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
５
２
）

　
ま
し
け
葬
苑
の
使
用
方
法
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
使
用
申
請
等

　
火
葬
場
を
使
用
す
る
場
合
は
、

役
場
戸
籍
係
で
「
死
亡
届
」
と

「
火
葬
許
可
申
請
書
」
を
提
出

し
、「
火
葬
許
可
証
」
を
発
行
し

て
も
ら
い
ま
す
。

　
火
葬
場
の
使
用
時
は
、
発
行

さ
れ
た
火
葬
許
可
証
を
管
理
人

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

■
使
用
料

　
遺
体
１
体
（
　
歳
以
上
）

１０

　
１
６
埀０
０
０
円

　
遺
体
１
体
（
　
歳
未
満
）

１０

　
９
埀６
０
０
円

　
身
体
の
一
部
そ
の
他
汚
物
等

　
４
埀８
０
０
円

※
使
用
者
が
増
毛
町
の
住
民
で

な
い
場
合
は
、
１
体
に
つ
き

２
４
埀０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

 
役
場
町
民
課
・
戸
籍
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

≪この欄は、有料で商業広告などを掲載しています。≫

広報ましけ　2019．03 １４

報のしら暮 情

水
道
水
質
検
査
計
画
の

お
知
ら
せ

暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場

《
３
月
の
お
知
ら
せ
》

ま
し
け
葬
苑
か
ら
の

お
知
ら
せ

林
地
台
帳
制
度
が
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

閉店のお知らせ

かねまる南商店　南　冴子

　昭和31年の開店以来、皆様にお世話になりま
した。
３月31日をもって閉店とさせて頂きます。
長い間、誠にありがとうございました。

〒077－0214　増毛町畠中町３丁目
ＴＥＬ：0164－53－1048



15 広報ましけ　2019．03

　留萌振興局では、月間中、給与・預金等

財産の差押えを強化します。

　自動車税など道税に未納のある方は、早

急に納税してください。

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
猿

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
） （
受
付
順
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
工
藤
家
（
信
砂
）

６
区
自
治
会
へ

・
佐
賀
　
定
明
さ
ん
（
阿
分
）　
５
区
自
治
会
へ

・
相
馬

節
子
さ
ん
（
阿
分
）

１
区
自
治
会
・
婦
人
部
へ

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）

○
ふ
れ
あ
い
広
場
に
協
賛

・
増
毛
総
合
技
能
士
会

【
４
月
号
へ
の
掲
載
希
望

３
月
　
日（
水
）ま
で
】

２０

  ̇ 
役
場
町
民
課
・
町
民
環
境
係

　
　
　
　
　
　
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

２月末
人口と世帯

（－６）人4,245人口

（－５）人1,954　男

（－１）人2,291　女

（－４）世帯2,223世帯

（　）は前月との増減

２月１日～２月２８日届出分

（敬称略）

　ごみ分別及びごみステーションへのごみ出しが困難な高齢者や障害者等

の世帯に対し、居住している自治会員の支援を受け、有償でごみ分別等を

行う事業で、ごみ分別等の負担軽減を図ります。

　対象者や利用申請方法などの詳細につきましては、役場町民課・町民環

境係までお問い合わせください。

ごみ分別等支援事業　ごみ分別・ごみ出し　困難な方のお手伝いします ！

̇ 役場町民課・町民環境係（電話 ５３崖１１１２）

★自動車税など

　　道税の納税相談は★

留萌振興局税務課・納税係

（電話　４２崖８４１８）

３月は道税の
滞納整理強化月間

強 化 月 間






